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　給水工事技術振興財団は

　平成 29 年 4月 1日より理事長に就任した眞柄
です。先輩方の努力を継続しつつ、職員のさら
なる資質向上に努め、給水工事や給水管理分野
における新たなアプローチを模索していきたい
と考えています。引き続きよろしくお願い致し
ます。
　給水工事技術振興財団は、平成 9年 3 月に設
立され、創立以来 20 年の歴史を重ねて参りま
した。市町村等の水道事業者は、給水装置工事
を行う指定給水装置工事事業者を指定しなけれ
ばならないこと、また、これらの工事事業者は
給水装置工事主任技術者を置かなければならな
いと水道法で定められています。これは、安心・
安全な水道水をいつでもどこでも必要なだけ利
用できるために、日進月歩の技術を駆使できる
技術者が確保されていなければならないからで
す。
　当財団は厚生労働省の指定試験機関として、
水道法に基づく給水装置工事主任技術者の国家
試験を実施しており、本年度は 10 月 22 日に北
海道から沖縄県まで全国 8地区 9会場で実施い
たします。なお、この主任技術者試験の受験資
格は給水装置工事で 3年以上の実務経験を有す
る者となっており、これまでの合格者は約 30 万
名にのぼっております。
　水道をめぐる技術の進歩は著しく、給水工事
でも管材料、分水器具・属具、スマートメーター、
宅内漏水検知、給水器具など目覚ましいものが
あります。そこで、給水装置工事主任技術者を
対象に給水装置工事を取り巻く最新の技術情報

を習得する機会を提供するため、「eラーニング
システム研修」を平成 22年から行ってきました。
この「eラーニングシステム研修」の高度化を
含め、給水装置工事主任技術者の継続的な技術
向上のための具体的な方策を、今後とも確立し
たいと考えております。
　給水装置工事は、給水装置工事主任技術者の
みで行えるものではありません。国内の主要な
水道事業体では、それぞれで配管技能者の研修・
検定業務を行っていました。これは、水道事業
者によって給水装置の管種や接続器具・属具等
が異なっていることが多いためでした。しかし、
給水装置工事事業者の事業範囲が広域化するに
つれて、特定の水道事業体の給水区域での工事
から、多くの事業体での工事にまで広がるよう
になりました。そのため、当財団では全国統一
的に高い技術水準を有する配管技能者を給水装
置工事配管技能者として検定し、合格者には
配管技能者証を交付しています。この配管技能
者検定制度が定着することによって、全国どこ
の水道事業体や指定給水装置工事事業者の技術
者・技能者でも、東日本大震災や熊本地震で被
災した水道の修復工事に直ちに取りかかり、短
期間で完了できるようになりました。
　給水装置工事主任技術者試験や配管技能者検
定等の着実な実施に努めると同時に、給水工事
技術振興財団機関誌「きゅうすい工事」を通じ、
水道界の水道関係者との交流を深め、水道界の
発展のために貢献したいと願っております。

巻頭言

給水工事技術振興財団
理事長　眞柄　泰基

　給水工事技術振興財団は
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エッセイ エッセイ
γϦΞԱ

　　แ　ষҰࠃ

略歴
平成　9～14年　国立公衆衛生院水道工学部長
平成13～20年　東京大学大学院工学系研究科客員教授（併任）
平成14～20年　国立保健医療科学院水道工学部長（組織再編による）
平成20～25年　静岡県立大学環境科学研究所教授

　20 年΄どલ、国ڠࡍ力事業団ʢ+*$"、ݱ国
ʣによるシϦアのटμマスΧスのߏ力機ڠࡍ
水道基本ܭըのݟ直しに関Θった。先方では新
通ݟく期していたが、確たるڧ։発をݯ水ن
しが得られなかった。そのため、これにえて、
配水管のඋや漏水ࢭによる水の有ޮ利用
を重的に取り上͛ることとし、その後のແঈ
資ۚڠ力などにつな͛た。このࠒ、日本からの
あるݣઐ家の׆༂が高くධՁされ、同ࢯの
力のもとシϦアଆがࣗલの資ۚで設置した漏ڠ
水܇ࢭ࿅Ϡーυに、同ࢯの名લがףされた。
このことは +*$"でも大きく取り上͛られた。
　シϦアは水にܙまれͣ、年߱水ྔは 100 ʙ
200NNఔ度にա͗ない。国の大はいΘΏ
るയで、ࢁにथは΄とんどない。当時、μ
マスΧスでは水ध給がඡഭしていた。߫֎には
ແடংにਓが多くॅみ着き、大きなࣾ会と
なっていた。౪水や౪ిもެવと行Θれていた。
ある地区では、まるでס૩スύήテΟのଳをղ
いた時のように、おͼただしいの౪水配管が
࿏上にࡶવと重なり合っていた。基本ܭըのݟ
直しでは、これらの地区における配水施設の
උもりࠐまれた。
　μマスΧス水道ʢ%"844"ʣは、もともと
地ݩ資࢈家たちのग़資によって創設された。本
ிࣷにྡ接するچிࣷには、ԟ時がࣱばれるア
ラϒ༷ࣜの立な内装のوෂࣨがあった。そこ
で、आ 1ԯυϧのௐҹࣜが、当時のੈ界ۜ行
૯ࡋロόート・マΫφマラによって行Θれたと
ฉいた。%"844" の技術任者によれば、μ
マスΧスはԿઍ年もにΘたってӫえ続けた
市で、それをࢧえたのがϑΟδΣーʢ"JO�BM�
'JHBIʣの༙水だという。そこはμマスΧスのԞ
にۙいॴڥͿきϨόϊンとの国ݺෑとでも࠲

で、ܰศమ道がෑかれ、一ଳは保ཆ地のように
なっていた。アーϞンυか、はたまたҍか定か
でないが、य़にはࡩのようなՖが࡙きཚれるま
さに౧ڷݯであった。この༙水ݯから市தまで
ഽを๓うように、ローマ時の水࿏がؠのࢁ
設けられていたという。ੴփؠ地ଳからの༙水
は、قઅม化が大きいがྔが๛で、しかもਗ਼
ႏであった。ੈ界ۜ行のआでは、この水ݯ施
設の΄か、市தに給水するための配水がඋ
された。配水は、市のཪࢁに設けたڊ大なԣ
݀のதにあった。ઐ用のిࣗؾಈंでトンωϧ
をগし行くと、ࠌવとࢹ界が։け、ࡉ長い水࿏
の先のน໘一ഋに、᷷ӫする市֗をഎܠにঁਆ
が水ළを࣋ってဣΉֆがඳかれていた。
　それまでච者は知らなかったが、シϦアはҨ
のๅݿでもあるという。ある機会に、िを
利用してੈ界Ҩ࢈のύϧϛラまで行った。ԁܗ
ܶ場は΄ぼܗݪをとどめており、ѹするଘࡏ
があった。ྻப道࿏の一֯には、水道管らしײ
いものもあった。ۙくのٰの上のۭに囲まれ
たアラϒࡆからのύϧϛラのோも、すば
らしかった。ੈ界Ҩ࢈とݴえば、μマスΧスの
՟などがࡶ工やࡉۚ。市֗もそうであるچ
ͻしめくスーΫの一֯に、大なマΠϠ・Ϟ
スΫがあった。ఱҪのଠいྊには、Ϩόϊンਿ
が使ΘれているとฉいたهԱがある。
　つい最ۙまで、シϦアがੈ間でになるこ
とは΄とんどなかった。それが、今では、マス
ίϛで࿈日のように大きく取り上͛られるよう
になった。当時おੈになった方ʑのことを含
めて、ؾになることも多い。ࢥえば、ΧンϘδ
アもઓཚで交流が長く్ઈえた。シϦアに平Ժ
な日がるのは、いつのことだろうか。
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エッセイ エッセイ
ʑੋ

େপ　തװ　　

略歴
昭和50年4月　新潟市水道局採用
平成13年4月　給水装置課長
平成19年4月　技術部長・水道技術管理者
平成25年3月　新潟市水道局退職
平成25年4月　大沼水道技術研究所

○人生三分の計
　平成 2�年 3月にୀ職しݸਓ事務ॴを։設して
から、ࡾつのことに取りんでいる。
　一つは体力ҡ࣋のためのొࢁりである。基本
はඪ高が �00Nʙ 1000N のۙྡのࢁだが、ఱؾ
がྑければౙもొる。ౙのޒ಄ࢁʢඪ高 912Nʣ
はਓも多くָしい。Նは2000NڃのࢁをָしΉ。
今年もௗ海ࢁʢඪ高 223�Nʣなどにઓしよう
とࢥっている。目ඪはिに 1ճのొࢁりである。
事。ࣗ宅からগしれたॴにはാ࣍　 100 ௶
΄どのാがある。3月த०からはこの事がメ
Πンになる。この時期はࢠ、トマト、މӝ、ϐー
マンなどがؾݩにҭっている。これからはೢۄ
のऩ֭と大ࠜ、などの準උになる。
　ແༀ野ࡊが基本で、野ࡊよりもࡶとのઓ
いに໌けれているが・・・。ാ事で一日
一万歩が目ඪで、これもかなり高い目ඪである。
　最後がݸਓ事務ॴの事。ࢲのテーマはロー
Χϧ水道の࣋続とޮ的な震化である。これ
までの経験を生かして財とਓ材確保でݫしい
ঢ়گにあるローΧϧ水道に貢献したいとࢥって
いる。
○ローカル水道の持続
　ローΧϧ水道の࣋続はこれまで多くݴΘれて
きたが、தখの事業体がもっと情報発৴すき
である。ローΧϧ水道の࣋続は、「地方の置かれ
たݫしい経Ӧڥをݪに地方らしさを発شし
て水道を経Ӧしていこう」のݴ༿にू約される。
　தখ事業体に対するิॿۚは大だがݶ界が
ある。知ܙをߜり、地方で࿈ܞし、ઓし続け
なければローΧϧ水道は࣋続できない。

　「Կをするか」とΘれれば、「地方のڌ
市がϦーμーとなりօでखをΉこと」とえ
る。ਓޱが 30 万ਓくらいのن模を目指さなけ
ればক来にΘたっての࣋続はしいとײじてい
る。はじめは事業の統合でなく、料ۚ設定と設
උ資の基本は事業体の任として管理ӡӦは
ຽ間にҕねる࢟がݱ実的だ。ただし、ຽ間׆用
において重要なことは「地域のおۚは地域でճ
す」「地域のޏ用に貢献する」ことである。この
基本が่れるとຽ間׆用で地方がਰୀするだけ
である。
○効率的な耐震化
　水道施設の震ੑධՁはಈ的ղੳが基本に
なっているが、これは高いোนだ。高のચড়
タンΫなどの特घなߏはಈ的ղੳとし、ఽ
・ろա・配水などはஷ水のため 4໘をนʢ
震นʣで囲まれているので؆қ震அでྑい。
震นのޮՌは 1923 年の関東大震災で証໌され
ている。また、ݐங基準法では高さ 20N以Լの
。でྑいとされているࢉܭߏは؆қなݐ
　もう一つは管࿏と給水装置引きࠐみ෦の震
化である。管࿏については直管のධՁは完成し
ている。今後は、Ԡ力とͻͣみがूதする異ܗ
管やαυϧ分水ખなどの震ੑධՁが՝であ
る。一方、給水装置引きࠐみ෦には震設ܭ法
がないし、震管もܾめられていない。今後の
研ڀが必要な分野である。
　施設や管࿏、給水装置の震ੑ向上に貢
献できるよう、ొࢁりとാ事で体力をҡ࣋し
ながら日ʑをա͝している。
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札
幌
市
水
道
記
念
館

　今年、ࡳຈ水道は創設 80 प年をܴえる。ଞ
の大市にൺして歴史的にはઙいものの、創設
以߱市の発展はめ͟ましく、水道事業におい
てもٸな৳展をݟせた。ࡳຈ市水道ه೦ؗは、
この৳展のૅとなった先駆者のҒ業をたたえる
ことや、広く水道事業を理ղしていただくこと、
さらに、水道創設 40 प年をه೦し、ত �2 年
にچؠୈ一ড়水場をվ修してΦープンした。
以来 20 年の間、2� 万 1000 ਓ、年平ۉ 1万 3000
ਓの来場があったが、平成̕年度にؠড়水場
のվ修工事にいؗٳした。平成 14 年度にؠ
ড়水場のվ修工事がऴ了したことを受け、より
多くの方に利用していただける施設となるよう
展ࣔ内༰・໘ੵ等をݟ直した上で、平成 19 年に
。։ؗを行った࠶
೦ؗは「市ຽと水道事業のίهの水道ࡏݱ　
ϛϡニέーシϣンをはぐくΉ接となる」こ
とをίンηプトに、展ࣔࣨ全体で大ࣗવから大
会、そして海と向かう水のཱྀをදݱし、水
道を通してࣗવڥとਓ間の関Θりを考え、水
やࣗવの大さをײじ取ることができる施設と
なっている。また、ݸʑの展ࣔは、खに取っ
て৮れることができたり、ૢ࡞にԠしたりす
るなど、参Ճੑ・体験ੑを重ࢹしたものを多
く設置し、さま͟まな体験や༡ͼのதから興ຯ
を࣋ったり、知ࣝを広͛たりすることができる

よう工をڽらしている。
　さらに、来ؗされたお٬さまがΏったりとく
つろぐことのできるαロンのようなۭ間や、খ
さなおࢠさまୡを༡ばせることのできるΩοζ
ίーφーなどの΄か、ྡ接するؠড়水場内の
೦ؗで水道هπアーも実施しており、水道ֶݟ
のみをָしくֶんだ後は、本のড়水場を
。していただけるようになっているֶݟ
։ؗ後の࠶　 10 年間で、ࡳຈ市ຽのみならͣ、
さまたちをத心におよそࢠ体のお࣏ࣗྡۙ 92万
ਓの方に͝来場いただいているが、展ࣔの一
෦に経年によるྼ化が生じてきた΄か、国内֤
地でස発する地震や෩などの大ن模災を౿
まえ、「水道管の震化」や利用者のօさんにݺ
ͼかけている「ҿ用水のඋ」など、これまで
の展ࣔにはແい、ੵۃ的に取り上͛るき今日
的テーマも生じていることから、展ࣔ内༰の一
෦をߋ新し、来ؗ者の情報発৴をڧ化するこ
ととし、4月 1� 日より今年度の։ؗを行ってい
る。
　本年も、ࡳຈ水道ϑΣスタやळࡇりなどの大
模Πϕントの΄か、ϫーΫシϣοプやԻָ会ن
の։࠵など、より多くの方が͝来場し、ຬし
ていただけるようさま͟まな工をڽらしてま
いりたい。

ຽʹ։์͍ͯ͠Δࢢ͘εϖーεΛઃ͚ɺʹ೦ؗલ໘ه

市民と水道事業の接点として
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Engineering

　以Լ、施設の特についてհする。
ʢ�ʣΞΫΞϛϡーδΞϜ
　ָしみながらֶんでもらうため、展ࣔスϖー
ス「アΫアϛϡーδアム」では、水॥をදす「水
のཱྀ」というストーϦーを展։し、実ࡍにखに
取って৮れることのできる展ࣔや利用者のૢ࡞
にԠする展ࣔなど、参Ճੑや体験ੑを重ࢹし
た展ࣔを多く設置している。

ʻΞΫΞϛϡーδΞϜɾ֤κーϯʼ
①水源の森
　水のཱྀの࢝まりとして、このκーンでは、
「と水」というࢹから、水ݯのの๛かな
ࣗવについてհする。
②水工場
　水ݯから֤家ఉ安全でおいしい水がಧけ
られるまでの工ఔや工、水や水道管をकる
ためのさま͟まな取みなど、水道事業の全
༰をհするκーンである。
③アクアタウン
　時͝とのࢹ、グローόϧなࢹから、
ਓと水との関Θりをݟつめ直すκーンであ
る。աڈやੈ界֤地の水事情を知ることで、
まれていることܙにڥຈは水が๛かで水ࡳ
を実ײすることができる。
　また、水の災ΠンϑΥメーシϣンίー
φーをซ設し、災の時に໋をकる水の大
さについてհしている。
④サイエンスパーク
ࢥどもたちがָしく༡ͼながら、水のෆࢠ　
ٞやٙにग़会い、水のՊֶ的なଆ໘に興ຯ
を࣋つきっかけとなるようなָしい展ࣔを
設置している。
⑤水道プレイスタジオ
　水のཱྀと水道ہの事について、体験しな
がら深く理ղできるκーンとなっており、Ϙー
ϧίースターによって水道水が利用者のօさ
んまでಧく道のりを体験できる΄か、水道に
関係するさま͟まな事をհしている。

ʢ�ʣίϛϡχέーγϣϯϗール
　「アΫアϛϡーδアム」のಋೖとして、水࿏
やนઘなどを設置し、水にแみࠐまれるような
ۭ間をԋग़する。

ʢ�ʣ水道ه೦ࣨ
ຈの水道事業の歩みを後ੈにえるためࡳ　
に、水道ہがॴଂする水道にまつΘる資料やऩ
ଂを、保管を݉ねて展ࣔしている。
ʢ�ʣΩοζルーϜ
　খさなࢠどもと保ޢ者を対象としたスϖースであ
る。Ϙーϧプーϧや࿏、ΫラΠϛングΦーϧなど、
のί࢜者同ޢの༡具を設置。保ؾどもたちにਓࢠ
ϛϡニέーシϣンの場としても利用できる。
ʢ�ʣ水のਤॻؗ
　「ࣗવ」「ڥ」「水道」「くらし」「Պֶ」など、
さま͟まなテーマで水についてॻかれた本や、
水道に関する資料などをॴଂしており、展ࣔを
ったこと、もっとৄしく知りたい࣋て興ຯをݟ
ことなどをௐることができる。
ʢ�ʣͦのଞ
　֎には、ࡳຈ市内をݟすことのできる展
テラスを設置するとともに、ه೦ؗલ໘の配水
上໘を׆用した広場スϖースを設け、広く市ຽに։
์している。また、本年度からは、ྡ接するؠ
ড়水場で࡞った水道水を࣋参した水などにټΉ
ことができる「Φοϐーʢ˞ࡳຈ市水道ہのެࣜ
ΩϟラΫターʣの給水ίーφー」を設置した。

ʢࡳຈ市水道ࣥہචʣ

ॴ ࡏ ɿࡳຈࢢதԝ۠෬ݟ �ஸ
ɹɹɹɹɹʢࢢ ʮిローϓΣΠೖޱʯԼंɺె า��分ʣ
ి൪߸ɿ���ʢ���ʣ����
։ؗؒظɿ�݄த०ʙ �� ݄த०
։ؗؒ࣌ɿޕલ ࣌� �� 分ʙޙޕ ࣌� �� 分
ٳ ؗ ɿ݄༵ʢॕの߹ཌʣ
ೖ ؗ ྉɿແྉ
ݐ֊ɿ̧̘Լ̎֊্̏نɾߏ

基本情報

ֶָ͘͠ͼな͕Β水のෆٞࢥٙʹग़ձ͑Δ
ʮαΠΤϯεύーΫʯ
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̍　౦ژ水ͷՊֶؗͱ

　東ژ水のՊֶؗは、平成̕年̑月に東ۙژ
水道 100 प年ه೦事業の一として、有໌給
水ॴのݐの上෦を׆用して։ؗした東ژ水
道ہの 13施設である。平成 22 年より、職員の
ৗற体制をղফし、ؗ内のアテンμント業務や
̧̥はຽ間業者ҕୗしている。
　水のෆٞࢥと大さをՊֶのࢹでհし、
水と水道事業の関心を深める体ܕײϛϡーδ
アムとして、ࢠ࿈れをத心に、ۙ年では年間
1� 万ਓの来ؗがある。

ઃͷ֓ཁࢪ　̎

　東ژ水のՊֶؗの展ࣔࣨは、地上̏֊から
地Լ̏֊までのつのϑロアでߏ成され、Ԇ
展ࣔ໘ੵは 2000ᶷをえる。
　地上֊では、水の大॥をテーマとして、参
Ճ体験ܕの実験装置の΄か、ө૾、ύωϧ等、
֤種ख法で展ࣔを行っており、ָしみながら水
やڥの大さをֶͿことができる。ؗ内のݟ
ֶは、まͣ̏֊上がり、そこから̍֊ॱに
߱りていくॱ࿏となっている。
　ここでは、展ࣔのֶݟॱংにԊって、֤֊の
֓要をհする。

　まͣ̏֊の展ࣔࣨは、水の大॥をたどるཱྀ
を体ײするө૾シアター「アΫア・トϦοプ」
およͼࣗવ๛かなԞ多ຎのをϞチーϑとした
「アΫア・ϑΥϨスト」でߏ成されている。̎
֊展ࣔࣨは、Պֶのࢹから東ژのおいしい水
を୳る「アΫア・ラϘラトϦー」と、水につい
て࠶ೝࣝし、水の大さを実ײしてもらう「ア
Ϋア・タン」でߏ成される。̍֊アトϦム
は、水のՊֶؗのシンϘϧ「ΘくΘくマンテ
ン」がある「アΫア・ύーΫ」およͼө૾ラΠ
ϒラϦーをࢹௌできる「アΫア・シϣーέース」
でߏ成される。
　さらに地Լでは、最新技術を用いたө૾ԋग़
とアテンμントのҊ内による「アΫア・πアー」
で、実ࡍにՔ働している有໌給水ॴをֶݟする
ことができる。

水のେ॥ΛͨͲΔཱྀΛମ͢ײΔө૾γΞλーʮΞΫΞɾτϦοϓʯ

Ͱ͖Δֶݟ水ॴΛڅՔಇ͍ͯ͠Δ༗໌ʹࡍ࣮
ʮΞΫΞɾπΞーʯ

理解と親しみを深めるPR施設
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　また、日༵日をத心に、খֶ生以Լのࢠ
を対象としたقઅにあΘせた工ࣨڭ࡞やプロ
ύϑΥーマーによるΠϕント、ϖοトϘトϧロ
έοトଧ上͛体験会などを։࠵しており、։ؗ
直後に理݊の配がऴ了するΠϕントが多
あるなどਓؾをതしている。

̏　లࣔ༰ͷհ

　ここでは、東ژ水のՊֶؗをߏ成する֤展
ࣔのதでも特に特的な 3つの展ࣔをհする。
　まͣ̍つ目は、ؗの目ۄである「アΫア・π
アー」である。「アΫア・πアー」は、地Լにあ
る水道施設「有໌給水ॴ」をアテンμントとと
もに୳検するΨΠυπアーである。平成 2� 年̏
月にϦニϡーアϧΦープンし、プロδΣΫシϣ
ンマοϐングを用いたө૾ԋग़により、内で
།一、実ࡍにՔ働している給水ॴをֶݟするこ
とができる。日༵・ॕ日には、地Լ̎֊でٙࣅ
漏水ௐࠪ体験等もできる。
　̎つ目は、大ਓもָしΉことができる̏֊の
「アΫア・トϦοプ」である。લ方・ࠨӈ・ఱҪ
の̐໘にөしग़される大ഭ力のө૾で、あたか
もө૾のதにೖりࠐんだようなײ覚を体ײでき
るө૾シアターである。ࣗらが水つͿになった
ようなײ覚で「水の大॥」をたどり、水ݯから
ऄޱまでの「水のཱྀ」を体ײすることができる。
　̏つ目は、ࢠどもにਓؾの̎֊の「アΫア・
ラϘラトϦー」である。水道水がग़来るまでの
工ఔや技術について、立体的なグラϑΟοΫを
த心に実験装置などを交えながらհする「お
いしい水のͻみつ」、水のੑ質を利用した体験
装置「水のෆٞࢥ」、アテンμントが実験シϣー
を行う「水の実験ラϘ」でߏ成されている。

گͰͷՔಇঢ়·ࡏݱ　̐

　東ژ水のՊֶؗは、平成̕年̑月の։ؗ後、
平成 22年に展ࣔを一新する大ن模Ϧニϡーアϧ
を実施しているʢ平成 21 年 11 月から平成 22 年
̒月まで一時ดؗʣ。Ϧニϡーアϧを機に、ࣾ会
Պֶݟ向けの૯合ֶ習施設としての機能ڧ化を
ਤるとともに、ϑΝϛϦー向け実体験施設に࠶
උを行った。

　また、平成 24 年度には、「アΫア・πアー」
のϦニϡーアϧを実施した。

̑　ऴΘΓʹ

　東ژ水のՊֶؗは、平成 29 年 � 月に։ؗ
20 प年をܴえた。։ؗ以来、平成 28 年度ま
での来ؗ者は、Ԇ約 2�9 万ਓにୡしている。
　また、東ژ水道ہには、13 施設としてߐ
る水道の歴史を展ࣔしࢸにࡏݱ上水։設からށ
ている「東ژ水道歴史ؗ」、東ۙژ水道 100
प年およͼখՏ内μムしゅん工 40प年のه೦事
業としてԞ多ຎ町とڞ同で։ؗした「Ԟ多ຎ水
との;れあいؗ」がある。
　ྫ年、Նから年にかけ、これら̏ؗをճる
「̏ؗスタンプラϦー」を։࠵している΄か、特
設ϗームϖーδや 'BDeCPPL などによりਵ時Π
ϕント情報の発৴を行う等、ؗの 13をੵۃ的
に行っている。
　今後も、実体験ܕの展ࣔを通して水や水道に
ついてָしくֶ習し、当ہ事業の理ղとし
みを深めていただく 13施設として、ྟ海෭
心という立地を׆かし、ۙྡ施設とも࿈ܞをਤ
りながら、さらなるू٬をਤっていく。

ʢ東ژ水道ࣥہචʣ

ॴ ࡏ ɿ౦ژߐ౦۠༗໌三ஸ �൪ �߸
ిɹɹɿ��ʢ����ʣ����
։ؗؒ࣌ɿޕલ ࣌� �� 分͔Βޙޕ Ͱ·࣌�
ɹɹɹɹɹʢೖؗޙޕ ࣌� �� 分·Ͱʣ
ٳ ؗ ɿ݄༵ʢٳの߹ཌʣɺ࢝
ೖ ؗ ྉɿແྉ
ϗーϜϖーδɿ�IUUQ���XXX�NJ[VOPLBHBLV�KQ�

基本情報

ຖिɺখֶ生のࢠΛରʹͨ͠͞·͟·なΠϕϯ
τΛ։࠵ʢࣸਅೆۃΛ͢ݱ࠶ΔՊֶ࣮ݧの༷ࢠʣ
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ܠઃͷഎݐ　̍

　ਆށ市水のՊֶതؗは、「ਆށ市 100 प年
のه೦行事の一として、歴史的ݐஙである
Ԟ平野ড়水場ٸچろա場上を保ଘするとと
もに、h 水ʱをテーマとしたʰ水のՊֶതؗʱ
としてస用して市ຽにެ։する」というझࢫの
もと、平成ݩ年̐月̑日に։ؗされた。

Ңܦઃ·Ͱͷݐ　̎

　Ԟ平野ড়水場ٸچろա場は、大ਖ਼̒年ʢ191�
年ʣਆށ水道ୈ̍ճ֦ு工事によりݐ設された。
その上は、ݐங家のՏ合ߒଂにより設ܭされ、
Ԟ平野ড়水場内にあってਆށ水道のシンϘϧと

して、ٱしくҖ෩をはらってきた。しかし、ୈ
̒ճ֦ு工事により新ٸろաが完成したた
め、ত �� 年ʢ1982 年ʣ10 月から機能はఀࢭ
されたままであった。
　このようなঢ়گのもと、ٸچろա場の上
は大ਖ਼時の༏れたݐஙจ化Ҩ࢈であり、日本
、ஙֶ会からの保ଘ要を受けていたことやݐ
厚生省から؍ܠ、ڥにՁある施設として「ۙ
水道ඦબ」の一つとしてݦজされていること
等も考え合Θせて、തؗとして࠶生させるこ
ととなった。
　ত �1 年̓月、ہ内において水道തؗ基本
ը検౼ҕ員会を発させ、୯に水道だけではܭ
なく「水」全ൠについても展ࣔする「水のՊֶ
തؗ」とすることとܾ定。̕月から工事に着
खし、平成ݩ年̏月にݐங工事が完了した。̐
月の։ؗのࡍには૯ �00 ਓによるΦープニン
グηϨϞニーが行Θれ、̍日തؗ長としてঁ
༏の大ࢁのͿさんを任໋した。

ઃͷӡӦɾ৽ͨͳίϯηϓτࢪ　̏

どもたちとそのをターήοトとࢠのੈ࣍　
して։ؗした水のՊֶതؗは、平成̎年̓月
にはೖؗ者 10 万ਓをୡ成。その後もॱௐに
ೖؗ者を৳ばし、平成 11 年、18 年のϦニϡー

༺׆Ζա্ΛٸچஙͰ͋ΔԞฏড়水ݐ的࢙ྺ

ʯࣨݧͰ͖Δʮ水のՊֶ࣮ݧ分ମࣗͯݟΛݧָ࣮͍͠

「水」をテーマとした交流拠点
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アϧを経て、平成 18 年に 100 万ਓ、今年の̏
月 30 日には 1�0 万ਓをୡ成。市内খֶߍのおよ
そׂ̔が、ྡ接するԞ平野ড়水場と合Θせてࣾ
会Պֶݟに๚れるなどڭҭ施設としてのׂも
Ռたしており、多くの方にਆށの水道について
知っていただく機会を提供してきた。
　しかし、最ۙの年間ೖؗ者は̐万 �000 ਓ
ఔ度と৳ͼみ、施設もٺ化したことから、
തؗ利用者にもアンέートをとるなどして、
水のՊֶതؗのίンηプトをᶃ水道事業をと
もに創り、ࢧえ、ະ来につな͛るίϛϡニέー
シϣンڌᶄࢠどもから高ྸ者まで、多ੈが
利用 ŋ׆用する交流施設ᶅ地域資ݯとしての׆
用・࿈ܞʕʕの̏に理した。これらのίン
ηプトを実ݱするために、̏月にϦニϡーアϧ
を行ったところである。

̐　ϦχϡʔΞϧޙͷࢪઃͷ֓ཁ

　Ϧニϡーアϧ工事はࡢ年 11月から今年の̏月
にかけて行い、ࡏݱは以Լの内༰でӡӦしている。
①ウォーターサイエンスゾーン
　༡ͼながら水のෆٞࢥなੑ質についてֶる
κーン。「あばれる水」「かたちがมΘるうͣ」
などの水のੑ質を利用した体ܕײ展ࣔや、ඳい
たڕがӭ͗だす「おֆかき水そう」、ࣗ分の体の
தの水分ྔをଌることができる「ਓ体と水」の
΄か、ָしい実験をݟてࣗ分も体験できる「水
のՊֶ実験ࣨ」がある。
②水道資料館ゾーン
　ਆށ水道の歴史やみについてֶるκー
ン。「ਆށをめぐる水のたͼ」ではਆށ水道の

事を̓つに分けて、ө૾や実を交えながら
հしている。୯なるઆ໌展ࣔだけでなく、ը໘
のதにݱれるよ͝れやόΠΩンをࣗ分のखのಈ
きで取りআくόーチϟϧήームや、まるで大༰
ྔૹ水管トンωϧのதにࣗ分がೖっているよう
なࣸਅが取れるトϦοΫアートなど、ࢠどもや
家࿈れでָしめる展ࣔも設置して෯広いੈ
がָしめるようになっている。
③ウォーターカルチャーゾーン
　水にまつΘる๛かなจ化がֶるκーン。水
、ഓ、೩料ిやບろա、ੈ界の水事情などߞ
෯広い分野にまたがる「水」のจ化を、ϛニプ
ラントや水ॲ理ບなどの実、ө૾などの展ࣔ
を用いてհしている。ઈ໓ةዧ種である「Χ
ϫόタϞロί」の展ࣔも行っており、生ଶܥを
कる必要ੑ、ڥ໘からの水の大さもײじて
もらう内༰になっている。
④テーマシアターゾーン
　̙̏シアターでは、༯ਫ਼ϛοΫϧが水のੑ質
やਓとの関Θりなどについてڭえてくれる。ま
た、ৗ設のステーδを設置し、ߨԋ会や地域の
方ʑをはじめとする市ຽの発දの場として׆用
しやすくなっている。

ͷల։ޙࠓ　̑

　ਆށ市水道ہは平成 28 年̏月策定の「த期経
Ӧܭը 2019」において、水のՊֶതؗを広報
ども向けࢠとしてҐ置づけている。以લはڌ
の展ࣔが主であったが、Ϧニϡーアϧによりࢠ
どもから大ਓまで෯広いੈの方にָしんでい
ただける内༰となっている。新たに設定した̏
つのίンηプトに基づき、この水のՊֶതؗ
を通じて多くの方にਆށの水道や๛かな水จ化
に関する情報を発৴していきたい。

ʢਆށ市水道ࣥہචʣ

ॴ ࡏ ɿਆࢢށฌ۠ݿೇ୩ொ ����
ిɹɹɿ���ʢ���ʣ����
։ؗؒ࣌ɿޕલ ࣌� �� 分͔Βޙޕ ࣌� �� 分·Ͱ
ɹɹɹɹɹʢೖؗޙޕ Ͱʣ·࣌�
ٳ ؗ ɿ݄༵ɺ࢝
ɹɹɹɹɹʢ݄༵͕ٳɾॕの߹ཌʣ
ೖ ؗ ྉɿΠϕϯτ࣌ແྉ
ɹɹɹɹɹʢେ人 ���ԁɺখ人 ���ԁʪ�ʙ ະຬʫʣࡀ��

基本情報

ਆށ水道のྺ࢙Έʹֶ͍ͭͯΔ
ʮ水道ࢿྉؗκーϯʯ
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　熊本市水のՊֶؗは、熊本市ຽのڞ有財࢈で
ある地Լ水とその地Լ水をすて水ݯとする水
道について、関心を࣋っていただくための体
験ֶ習の場として、平成 2年 10 月に։ؗした。
ங໘ੵはݐ、ίンΫϦート平でےはమߏ
241�N2、Ԇচ໘ੵは 124�N2。ࣗવのޫを利用
した໌るいߏとなっている΄か、ݐのप囲
を֎で囲み、水にしΉܜいの場として、த
にテラスと༡水を設けている。ࠜのߏ
に工をڽらし、ࠜに߱ったӍ水をろա໓
し、の水やトΠϨのચড়水として利用するە
த水道システムを࠾用していることが特であ
る。

　施設のߋ新については、։ؗ 10 प年となる平
成 12 年 10 月に「水の実験ࣨΘくΘく」を設け
た΄か、平成 24 年 3 月には上Լ水道事業の統合
や市町村合ซにい、Լ水道に関するֶ習設උ
をՃし、熊本市域の֦大に対Ԡした展ࣔ内༰
となるようϦニϡーアϧを行い、新しい水のՊ
ֶؗと生まれมΘっている。
は、「水と༡ͼ水をֶͿ」をテーマに、ࡏݱ　
らしにܽかすことのできない水について、水道・
Լ水道と地Լ水をத心に理ղと関心を深めてい
ただくֶ習施設となっている。
　展ࣔϑロアでは、水と関Θりの深い熊本の৯
やらし、จ化、そして熊本の水の流れについ
てֶͿಋೖスϖース「くまもと水࠶発ݟ」を
経て、ޒつの国を८りながら、水道、Լ水道の
みや大さなどをֶͿことができるように
なっている。
　以Լ、ޒつの国の֓要をհする。
ᶃۭのࠃʢӢのγΞλーʣ
　熊本市上Լ水道ہのΩϟラΫターである
Υοタ܅と一ॹに「水が海からۭそして
大地と॥し、生׆用水として使ΘれてԼ
水道に流れて࠶ͼ海る」という「水の大
॥」をཱྀしてֶるө૾シアター。

水ʹ͠Ή͍ܜのʮதʯ

தͰ༡Ϳͪͨڙࢠ

水と遊び、水を学ぶ憩いの場
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ᶄԼのࠃ
　大地に߱ったӍ水が地Լにਁಁして地Լ水
となるաఔについて、Ӎにݟ立てたϘーϧを
Ѩોࢁに߱らせるʢ͛るʣことで、ݟて・
৮れて・༡ͼながらֶるίーφー。

ᶅେのࠃ
　熊本に๛な地Լ水をもたらしたՃ౻ਗ਼ਖ਼
の࣏水事業や地Լ水のかんཆ域・保全׆ಈな
どをֶるίーφー。

ᶆͭな͕Γのࠃ
〈水道の仕組み〉
　タοチύωϧをૢ࡞して上Լ水道施設を
3�0 度のύϊラマө૾でݟることができる大
Ϟニターや水தϙンプなどがあり、水道水ܕ
が家ఉにಧくまでのみをֶͿことができ
る。

〈音聴棒体験〉
　Իௌを使って、水道管の漏水Իを発ݟす
る体験ができる。

〈水運用センターの仕事〉   
　「熊本市の水道が地震によりఀి・漏水など
のトラϒϧが発生した」という定で、水道
を 24時間体制でकっている水ӡ用ηンターの
職員となってήームに参Ճ。シϛϡϨーシϣ
ンࣜܗのΫΠζをղくことで、水ӡ用ηン
ターの事をָしくόーチϟϧ体験できる。���

〈ウォーターライフ（スゴロクの水クイズ）〉
　໋に関する水などについて、น໘に設置し
ている 1�種ྨのΫΠζにスΰロΫを使って

えながら進Ή「スΰロΫの水ΫΠζ」、ேىき
てから৸るまで水をどのように使っている
かをԖචܕのαΠίロをճしながらֶͿ「水
といっしΐࢲの̍日αΠίロήーム」をָし
Ήことができる。

〈下水道の仕組み（入口）〉
　Լ水道のׂやڥに配ྀしたԚటϦαΠ
Ϋϧをհ。ড়化ηンターのしくみをָしく
ֶるように「ড়化のしくみ୳検ʂ」でԚ水
がきれいになるաఔを体験的にֶͿことがで
きる。���

〈微生物の働き（攪拌装置）〉
　ඍ生にݟ立てたΧラーϘーϧが、Ԛれと
Ԡしてࠞ͟りあっているԠタンΫ内の༷
。をָしくֶͿことができるࢠ

ᶇւのࠃ
水。ࣔܝにׁׯをนのݟやҙײ後にֶݟ　
のະ来をみんなで考えるίーφー。

　この΄か、さま͟まな実験器具を使ったෆࢥ
ٞでָしい実験を通して、水に関するֶ習を体
験できる「水の実験ࣨΘくΘく」、Պֶؗのதԝ
෦に設置した「த」などの施設がある。த
のपลは、水のをΠメーδした高さ �メー
トϧのϞニϡメントをはじめ、アϧΩメσスの
ϙンプなどの༡具を設置した水ۭ間となって
いる。
　水道ि間等の上Լ水道に関する重ि間およ
ͼه೦日にはύωϧ展ࣔ、水ΧϑΣηϛφー、
य़の水ลίンαート、水のΫΠζラϦーなどの
Πϕントを։࠵し、平成 2年の։ؗ以来、平成
29 年 � 月までに 233 万 2491 ਓが来ؗしている。
　今後もより多くの方が来ؗし、上Լ水道につ
いて関心を࣋っていただけるよう、さま͟まな
取みを行っていきたい。
ʢ熊本市上Լ水道ہ૯務෦経Ӧاը՝ࣥචʣ

ॴ ࡏ ɿ۽ຊࢢ۠ീܠ水୩ �ʵ �� ʵ �
ిɹɹɿ���ʢ���ʣ����
։ؗؒ࣌ɿޕલ ޙޕΒ͔࣌� Ͱ·࣌�
ٳ ؗ ɿ݄༵ɺ࢝
ɹɹɹɹɹʢ݄༵͕ॕの߹ཌҎ߱のॕͰ
ɹɹɹɹɹな͍ʣ
ೖ ؗ ྉɿແྉ

基本情報

։ؗҎདྷのདྷؗऀ ��� ສ人ʹ
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ʤ��ʥ࠲ߨ水ஔٕज़څ

ᶘɽ工事

���ɹਫಓ༻࣭ߗϙϦԘԽϏχϧɾܧख
�ʣ̡ 54 ߹ʳ༻͢ΔɾܧखʹػΛଛ͏
ԚΕই͕な͍͔ɻ
・接着ࡎのృ໘に࠭や水、༉ྨが付着
していると接着ෆྑのݪҼとなる。

�ʣ̡ 54ɾ33 ߹ʳஅ໘͕ࣼΊʹな͍ͬͯ
な͍͔ɺΫϥοΫのই͕な͍͔ɻ

・ਖ਼確にஅするために෯の広い厚ࢴやけ
がきテープ等を使って、管全पにஅඪ
ઢをهೖする。

・はさみのようなせんஅ機ʢύΠプΧοターʣ
によるஅは行Θない。管がന化ある
いはมഁܗଛするおそれがある。

�ʣ̡ 54ɾ33߹ʳஅ໘の໘औΓόϦऔΓɺ
ඪઢのهೖग़དྷ͍ͯΔ͔ɻ
・必ͣॴ定のੇ法の໘取りを行う。໘取り

給水ஔͷ事ނ事ྫʹֶͿ　ͦͷ�
　　ʙಓ࿏給水ஔͷ࣮֬ͳࢪ工ʹ͚ͯʙ

（公財）給水工事技術振興財団

「給水装置の事故事例に学ぶ　その１」は 2016 夏季号（vol.17　№ 2）、「　〃　その２」は
2017 新年号（vol.18　№ 1）に、それぞれ掲載しております。

ʮಓ࿏ͷ工事ࢪ工࣌ͷνΣοΫ߲ͱͦͷղઆʢ̎ʣʯ

༰ࡌܝ
ʢͦͷ̍ʣ
ʮڅਫஔͷྫࣄނࣄʹؔ͢ΔΞϯέʔτௐࠪͷ݁Ռʢ֓ཁʣʯ
ɹᶗɽ֓ཁ
ɹᶘɽͨ͠ࢪ࣮͕ஂࡒΞϯέʔτௐࠪ
ɹᶙɽશ࿈੨෦͕࣮ߦࢪࣄͨ͠ࢪதͷෆ۩߹ɺώϠϦɾϋοτྫࣄͷௐࠪ
ɹᶚɽௐࠪ݁Ռͷਓࡐҭͷ׆༻

ʢͦͷ�ʣ
ʮಓ࿏ͷ࣌ࢪࣄͷνΣοΫ߲ͱͦͷղઆʯ
ɹᶗɽαυϧਫખʹΑΔࣄذ
ɹɹɹ���ɹμΫλΠϧரమɺ߯ɺ࣭ߗϙϦԘԽϏχϧ༻ͷαυϧਫખͷࣄذ
ɹɹɹ���ɹϙϦΤνϨϯೋ༻ͷαυϧਫખͷࣄذ
ɹᶘɽࣄ
ɹɹɹ���ɹڅਫ͕ਫಓ༻ϙϦΤνϨϯೋɺܧख͕ਫಓ༻ϙϦΤνϨϯۚଐܧखͷࣄɹ

p012_p019_技術講座.indd   12 17/06/29   9:56
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なしや໘取りෆのঢ়ଶでૠೖした場合、
ΰムྠʢ33ʣ接合ではΰムྠ、接着
ʢ54ʣ接合では接着ෆྑのݪҼになる。

�ʣ̡ 54 ߹ʳ54߹લʹܧखの߹෦分
Λਗ਼Ͱ͖͍ͯΔ͔ɻ
・接着ࡎをృるલには、必ͣס૩したきれ
いなで被着໘をよく১く。水分や༉分
が被着໘に付着していると、接着ࡎが
५せͣ完全に接着しないことがある。ま
た、水分や༉分が付着しているखାを着
用して࡞業しない。

�ʣ̡ 54 ߹ʳ54ͱܧखの続͕ࣼΊʹなͬ
͍ͯな͍͔ɻ
・ૠしࠐΉときは、まっすぐに一ؾにૠし
ࠐΉと、ૠしࠐΉ。ͻねりながらૠしࠐ
みෆになる等、ෆ合が生じることが
あるので行Θない。

�ʣ̡ 54 ߹ʳͱܧखの֤ʑのணࡎのృ
ྔ͕దͰ͋Δ͔ɻ
・接着ࡎはކであるから、たっりృった
΄うがよいという考えはޡりである。と
くにౙ期配管時は、༹ࡎৠؾがৠ発しに
くくଘしやすくなるため、ιϧϕント
ΫラοΫʢ有なখُ྾ʣのҙが必要。
管内໘の接着ࡎはみग़しをできるだけগ
なくするため、必要以上に接着ࡎを厚く
ృったり、ඪઢ以上にはみग़してృらな
い。また、配管後は管の྆を։์する
とともに、ૹ෩機ʢѹ༷のものʣな
どで通෩することにより、༹ࡎৠؾをআ
のඪ準使用ྔはදࡎする。なお接着ڈ ��
の通りである。

ද ��ɹணࡎのඪ४༻ྔ

�ʣ̡ 54 ߹ʳͱܧखのணࡎృޙɺ続
खૣ͘ߦΘΕ͔ͨɻ
・接着ࡎをృりऴΘったら、直ちに管を継
खにͻねらͣඪઢまで一ؾにૠೖし、そ
のまま保࣋ʢԡさえておくʣする。

�ʣ̡ 54 ߹ʳܧखの໘ʹண͕ࡎΈ
ग़͍ͯ͠な͍͔ɻ

・接合後、はみग़した接着ࡎは直ちに১き
取り、接合෦にແ理な力をՃえないよう
にする。

⣯接合後、通෩などにより༹ࡎৠؾをഉআする。
�ʣ̡ 54 ߹ʳͱܧखΛૠೖޙɺॴఆؒ࣌Ҏ
্อ持͔ͨ͠ɻʢද ��ʣ

ɹɹද ��ɹ54߹のඪ४ԡ͑ؒ࣌

��ʣ̡ 54 ߹ʳͱܧखのૠೖ͕దͰ͋Δ
͔ɻʢද ��ʣ

ද��ɹ54ܧखのडޱඪ४ʢ͞ඪઢҐஔʣͱ໘औΓ෯

୯ҐɿH

୯Ґɿඵ

୯ҐɿNN

挿
入

完
成
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ܘͼݺ・ 13 ʙ 40 のඪઢҐ置は、管から
継खの受ޱ長さのҐ置とするが、必ͣし
も継खストούʵまでೖらなくてもかま
Θない。ただし、接着ࡎのס૩等により
ೖらない場合は接合෦をஅし、新しい
継खを使用して࠶度接合しなおす。

��ʣ̡ 33 ߹ʳͱܧखの֤ʑのࡎのృྔ
͕దͰ͋Δ͔ɻʢද ��ʣ

ද ��ɹࡎ༻ྔʢߟࢀʣ

උߟɿ͜の༻ྔ҆Ͱ͋Δɻ࣮ࡍの߹࡞
Ήɻࠐݟɺ͜の΄͔ʹロε分Λʹۀ

��ʣ̡ 33 ߹ʳܧखの໘ʹ͕ࡎΈग़
͍ͯ͠な͍͔ɻ
・管ૠೖ後、全पにΘたってΰムྠがਖ਼ৗ
なঢ়ଶかどうかチΣοΫήーδで必ͣ確
ೝする。ΰムྠがਖ਼ৗに装着されていな
いと漏水のݪҼになる。

��ʣ̡ 33 ߹ʳͱܧखのૠೖ͕దͰ͋Δ
͔ɻʢද ��ʣ

ද��ɹૠ͠ࠐΈඪઢʢ͞Ὑ�ʣ͓ Αͼ໘औΓ෯ʢ9ʣ

・接続෦の検管ૠೖ後、全ԁपにΘたっ
てΰムྠがਖ਼ৗなঢ়ଶかどうかチΣοΫ
ήーδで確ೝする。異ৗがೝめられた場
合は直ちに管を
ൈき、ΰムྠの
ইの有ແを確ೝ
した後、࡞業を
やり直す。

ʢԘ化Ϗニϧ管・継खڠ会ʣ

���ɹਫಓ༻εςϯϨε߯߯ɾਫಓ༻ঢ়ε
ςϯϨε߯ɾಉܧख

�ʣ༻͢Δࡐྉの֨نద͔ɻ
格または̟̬̬̖ೝ証ొن̖̬̬̟・
であることを確ೝする。

�ʣのஅローλϦーνϡーϒカολーΛ
な͍Α͏͕ܗର֯͠ʹมʹɺ࣠͠༺
ʹஅ͍ͯ͠Δ͔ɻ
・管から 1�0NNまでの間で、管のมܗ・
Ωζ・こみ・Ԛれ・όϦがないか確ೝ
する。

�ʣ水道༻ঢ়εςϯϨε߯のঢ়෦の͛ۂ
దʹߦΘΕ͍ͯΔ͔ɻ
・ঢ়෦の֯͛ۂ度が 90 以˃内になっている
か確ೝする。

・ঢ়෦がۉ一にۂがっているか確ೝする。
・一Χॴのঢ়෦でෳの͛ۂになってい
ないか確ೝする。

�ʣ水道༻ঢ়εςϯϨε߯Λ෦Ͱஅ
Δͱ͖ɺదなҐஔͰஅͯ͢͠༺ͯ͠
͍Δ͔ɻ
・継खとの接合のため、ঢ়෦のから

୯ҐɿH

୯ҐɿNN
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1�0NN以上の直管෦が確保されているこ
とを確ೝする。

�ʣのࠩ͠ࠐΈϚーΩϯά·ͨߔ͚͕
దʹߦΘΕ͍ͯΔ͔ɻ
・管のߔ付けなしタΠプの場合、管のࠩし
、み深さは業者により異なるためࠐ
業者の༷のࠩしࠐみ深さにマーΩ
ングを行っているか確ೝする。ʪਤ ��ʫ

ਤ ��
・管のߔ付けタΠプの場合、管にߔ付けҐ
置をマーΩングし、ߔ付け工具を用いて
ॴ定のߔ付けを行っているか確ೝする。
ʪද ��ʫ

ɹɹද ��ɹߔ͚Ґஔ͓Αͼ͞ਂߔ

�ʣͱܧखの߹దʹߦΘΕ͍ͯΔ͔ɻ
・管のߔ付けなしタΠプの場合、క付けφο
トの໘にマーΩングがҐ置するよう管
がࠩしࠐまれているか確ೝする。ʪਤ ��ʫ

ਤ ��
・管のߔ付けタΠプの場合、ロοΫ෦材が
まれているかࠐにはまるよう管がࠩしߔ
確ೝする。ʪਤ ��ʫ

ਤ ��
�ʣక͚φοτΛे分ʹखకΊΛ͔ͨ͠ɻ
・క付けφοトがࣼめのはめ合いになって
いないか、ねじטみしていないか、মき
付けをおこしていないか確ೝする。

・खకめ完了後、管が管࣠に対し水平になっ
ているか確ೝする。

�ʣύΠϓϨϯνなͲΛ༻͠ɺక͚φοτ
Λඪ४క͚τルΫͰߜΊ͜ࠐΜͰ͍Δ͔ɻ
ʪද ��ʫ
・క付けφοトが、ねじטみしていないか、
মき付けをおこしていないか確ೝする。

ɹɹද ��ɹඪ४క͚τルΫ

�ʣҟछͱの߹෦ɺదなઈԑ͕Ͱ͖ͯ
͍Δ͔ɻ
・+88"(11� のن定にଇっているかを確ೝ
する。

ʢステンϨスڠ会ʣ

���ɹਫಓ༻࣭ߗԘԽϏχϧϥΠχϯά߯ɾ
ਫಓ༻ϙϦΤνϨϯฆମϥΠχϯά߯ɾ
ਫಓ༻ϥΠχϯά߯༺৯ܧܗख

　水道用ߗ質Ԙ化ϏニϧラΠニング߯管
ʢ+88"�,�11�ʣまたは水道用ϙϦΤチϨンฆ
体ラΠニング߯管ʢ+88"�,�132ʣに、水道用
ラΠニング߯管用管৯ܗ継खʢ+88"�,�
1�0ʣを接続する場合、దな施工を実施する知
ࣝと技能がٻめられる。

୯ҐɿNN

୯Ґɿ/ɾN
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　以Լに施工時のチΣοΫ߲目とそのղઆをࣔす。

�ʣ༻్ʹద߹ͨ͠ɾܧखΛબ͍ͯ͠Δ͔ɻ
　水道用ߗ質Ԙ化ϏニϧラΠニング߯管ʢه߸ɿ
4(1�7"、4(1�7# およͼ 4(1�7%ʣまたは水
道用ϙϦΤチϨンฆ体ラΠニング߯管ʢه߸ɿ
4(1�1"、4(1�1# およͼ 4(1�1%ʣに接続Մ能
な水道用ラΠニング߯管用管৯ܗ継खをબ
する。

　これらのラΠニング߯管ʢ以Լ、管という。ʣ
と管৯ܗ継खʢ以Լ、継खという。ʣは、水
道用と給౬用の用్に分かれているので、管と
継खの合せが同じ用్ʢ水道用ʣのものであ
ることにҙする。
　また、地தຒ設配管でやΉを得ͣ 4(1�7%・
4(1�1% 以֎を使用する場合は、৯テープ、
ϙϦΤチϨンスϦーϒなどの被෴を施すといっ
た৯対策をߨじる必要がある。

�ʣ༻͢ΔɾܧखʹػΛଛな͏ইɾ৯
͕な͍͔ɻ

　管・継खに、͝み・́ こり・༉等が付着すると、
ੑ能が確保ग़来なくなる場合がある。
　なお、一度ねじࠐんだ継खを取り֎した後、
継खの࠶度使用はग़来ない。

�ʣϥΠχϯά߯のஅʹదͨ͠அث۩Ͱɺ
࣠ʹ֯ʹஅ͍ͯ͠Δ͔ɻ

　ラΠニング߯管அ用の、ۚのこ൫、ଳのこ
൫、ύΠプねじり機付属のؙのこஅ機等を
使用する。
　なお、管のஅのࡍ、ύΠプΧοタのように、
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管の内ܘがߜ
られたり、管
のラΠニング
をണする
அ器具を使Θ
ないこと。

のஅ໘のྑ൱

�ʣのஅޙʹɺの໘ΛのछྨʹԠ͡
ͯదʹ໘औΓ͍ͯ͠Δ͔ɻ

　໘取りに、スΫϨーύやԘϏ用Ϧーマ等を用
いる。水道用ߗ質Ԙ化ϏニϧラΠニング߯管の
場合はラΠニング厚さの 1�2�から 2�3�ఔ度の໘
取り、水道用ϙϦΤチϨンฆ体ラΠニング߯管
の場合はܰく໘取りするఔ度とする。

水道༻࣭ߗԘ化ϏχルϥΠχϯά߯の໘औΓ

�ʣʹՃͨ͠Ͷ͡෦ʹػΛଛな͏ইɾ
৯͕な͍͔ɻ

　ねじՃ工時に、ラΠニングがണしたり管
がॖܘしたものは使用しない。ねじ෦や管内໘
に付着したค・࠭・ΰϛ等の異や水分・
༉分等は、ϒラシ、Σスおよͼࢷચড়ࡎな
どでআڈする。

�ʣʹՃͨ͠Ͷ͕͡ςーύͶ͡Ϧϯάήー
δの߹֨ൣғͰ͋Δ͔ɻ

　ࣗಈ上͛ࣜμΠϔουをඋえたねじՃ工機
を用い、+*4�#�0203ʢ管用テーύねじʣにن定
する管用テーύねじをਖ਼しくՃ工する。
　ねじՃ工機の取ѻいについては、ਖ਼しい࡞業
のやり方とૢ࡞方法を習得してから࡞業を行
う。また、ねじՃ工機の安全についてのҙ事
߲を९कして࡞業する。
　ねじܘがن定通りになっているかどうかを
テーύねじϦングήーδにより確ೝする。
　また、֎؍を目ࢹおよͼख͟Θりにより確ೝ
し、ねじΉしれやภのような֎؍ෆྑの場合、
ਖ਼しいねじにՃ工し直す。

ςーύͶ͡ϦϯάήーδʹΑΔͶ͡ܘの֬ೝ
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�ʣ໘ॲཧΛ͔ͨͬߦɻ
　ねじՃ工後、管の໘のかえりがあればআ
。するڈ

の໘ॲཧ

�ʣ༻的ʹ߹ͬͨӷঢ়γールࡎΛృͯ͠
͍Δ͔ɻ

　ӷঢ়シーϧࡎをృするલに、ねじ෦およͼ
管内の༉、りค、異などを、ચড়ࡎ、Σ
スそのଞを用いてे分にআڈする。
　管のねじ෦およͼ໘取り෦を含Ή管໘に、
全पΉらなく、ねじࢁをܰくॆてんするఔ度に
水道配管用のӷঢ়シーϧࡎをృする。ӷঢ়
シーϧࡎがݻまるલにねじࠐΉ。

ӷঢ়γールࡎのృ

�ʣܧखのͶ͡ࠐΈΛదਖ਼ʹ͍ͯͬߦΔ͔ɻ
　接合のࡍ、継खを管にखకめでे分にねじࠐ
み、管・継खのݺͼにదした大きさのύΠプϨ
ンチを使用して、ඪ準క付けトϧΫおよͼඪ準
ࠐまたは長さʣを目安にねじࢁりねじ.ʢ
Ή。

ΈྔࠐΓͶ͓͡Αͼඪ४Ͷ͡खのඪ४ܧ

ඪ४క͚τルΫ

管のݺͼܘ 1� 20 2� 32 40 �0

ねじのݺͼ ¢ £ 1 1¡ 1¢ 2

ඪ準క付けトϧΫ/ŋN 40 �0 100 120 1�0 200

ύΠプϨンチのݺͼNN
ʷՃえる力�/ 300 ʷ 200 300 ʷ 290 4�0 ʷ 290 4�0 ʷ 3�0 �00 ʷ 320 �00 ʷ 420

管のݺͼܘ �� 80 100 12� 1�0

ねじのݺͼ 2¢ 3 4 � �

ඪ準క付けトϧΫ/ŋN 2�0 300 400 �00 �00

ύΠプϨンチのݺͼNN
ʷՃえる力�/ 900 ʷ 3�0 900 ʷ 430 9�0 ʷ �30 9�0 ʷ ��0 11�0 ʷ �30

ͼݺ　˞ 3以ԼはύΠプϨンチ、ݺͼ 4以上はύΠプϨンチのݺͼੇ法をࣔす。
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��ʣͶ͡ࠐΈޙۀ࡞ʹɺͶ͡෦の͍ͤॲஔΛ
Δ͔ɻ͍ͯͬߦ

　ねじࠐみ後、継ख໘からはみग़したӷঢ়
シーϧࡎを取りআき、࿐ग़ねじ෦にせいࡎを
े分ృする。

��ʣิमʹ͍ͭͯ�
　ねじࠐみ࡞業のࡍに管または継खの֎໘にই
が発生した場合、さͼࢭめϖΠントのようなద
な材料でิ修する。

��ʣ࿙Εࠪݕʹ͍ͭͯ
　配管が完了したら、必ͣ漏れ検ࠪを行って、
漏れのないことを確ೝする。
　なお、漏れ検ࠪ方法については、֤水道事業
体に確ೝする。

��ʣͦのଞ
　水道用ϙϦΤチϨンฆ体ラΠニング߯管にస
ねじՃ工をした場合の接続方法は、必ͣ管・
継ख・సねじՃ工機メーΧーの施工要ྖॻを
参রして行う。
　施工方法のৄࡉについては、管・継ख・ねじ
Ճ工機メーΧーの施工要ྖॻを確ೝする。

ʢ日本ۚ属継खڠ会ʣ
ʢ日本水道߯管ڠ会ʣ

ඪ४ΓͶ͡.͓Αͼඪ४Ͷ͡ࠐΈྔ/

区　分 ୯Ґ

管のݺͼܘ
1� 20 2� 32 40 �0 �� 80 100 12� 1�0

ねじのݺͼ
¢ £ 1 1¡ 1¢ 2 2¢ 3 4 � �

ねじの全長　　-ˎ
ࢁ 11�0 11�� 10�0 11�0 11�0 13�0 1��0 1��� 19�0 21�0 21�0
NN 20�0 21�� 23�� 2��0 2��0 30�0 34�� 38�0 44�0 48�0 48�0

ඪ準りねじ　.ˎ
ࢁ ��0 ��0 4�0 4�0 4�0 4�0 ��0 ��0 ��0 ��0 ��0
NN 9�0 9�0 9�� 9�� 9�� 9�� 11�� 11�� 11�� 11�� 11��

ඪ準ねじࠐみྔ　/
ࢁ ��0 ��0 ��0 ��0 ��0 9�0 10�0 11�� 14�0 1��0 1��0
NN 11�0 12�0 14�0 1��0 1��0 20�� 23�� 2��� 32�� 3��� 3���

˞　.は、-によってมΘり、-がこのදにࣔしたのときのをࣔす。
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直結給水システムにおける逆流防止措置

̍ɹ͡Ίʹ
　給水装置におけるٯ流ࢭについては、水道
法施行ྩୈ �ୈ 1߲ୈ �߸に「水૧、プーϧ、
流しそのଞの水をೖれ、ຢは受ける器具、施設
等に給水する給水装置にあっては、水のٯ流を
ࢭするためのద当なા置がͥߨられているこ
と。」とن定されている。これは、給水装置内
がෛѹになった場合に給水装置からు水した水
等が給水装置にٯ流するおそれがあるので、そ
れをࢭするためे分なు水ۭޱ間を保࣋し、
または有ޮなٯ流ࢭ装置を具උする等水のٯ
流ࢭのા置をߨじる必要があるためである。
　ۙ年は直݁ՃѹܗϙンプϢニοトのಋೖ等に
より、த高֊までの直݁給水がՄ能となって
いる。その一方で、上֊になる΄ど配水管の
அ水や水ѹのԼ、直݁ՃѹܗϙンプϢニοト
のఀࢭ等により生じるෛѹ発生の確がより高
くなっている。
　このことから、直݁給水システムʣに必要
なٯ流ࢭા置の考え方について、その一ྫを
հする。

̎ɹ݁څਫγεςϜͷྲྀٯࢭાஔʹ͍ͭͯ
　த高֊まで直݁給水する直݁給水システム
のでは、配水管の事ނ等により発生するෛ
ѹ等の確がより高くなることから、給水の万
全を期すため、財団法ਓ水道技術研ڀηンター
発行「直݁給水システムಋೖΨΠυラΠン」で
は、以Լのようなٯ流ࢭા置をߨじることが
ࣔされている。
"ʢࢭ流ٯા置は、配水管ଆのࢭ流ٯ　
κーンʣ、ݐ内のٯ流ࢭʢ#κーンʣおよ
ͼ給水用具のٯ流ࢭʢ$κーンʣの 3つ
に分ྨするʢਤ　ٯ流ࢭ装置の設置場ॴのྫ
ਤʪॅ宅施設関係ʫ参রʣ。

̏ɹԣࢢʹ͓͚Δྲྀٯࢭાஔʹؔ͢Δओͳ
͍ͯͭʹఆن

ʢ"κーϯʣ
　配水管のٯ流ࢭા置として、ݐの立
ち上がり管上流ଆのదな場ॴにࢭٯหを設
置することとしている。
　直݁直ѹࣜ・૿ѹ給水設උ༛༧の給水方ࣜ
の場合は、ෳࣜࢭٯหまたはݮѹࣜٯ流ࢭ
器を設置。直݁૿ѹࣜの給水方ࣜの場合は、
器ʢϙンプϢニοト内ʣを設ࢭ流ٯѹࣜݮ
置することとしている。

ʢ#κーϯʣ
　直݁૿ѹࣜ・૿ѹ給水設උ༛༧の給水方ࣜ
については、立ち上がり管の最෦にٵഉؾ
หを設置し、直݁直ѹࣜの給水方ࣜの場合は、
必要にԠじてٵഉؾหまたはࣗಈۭؾหを設
置することとしている。
　また、ڞ同ॅ宅等については、ݪଇとして
まれたメーター設置器を設置ࠐหがみࢭٯ
している。

ʢ$κーϯʣ
　給水用具のٯ流ࢭા置はߏ材質基
準省ྩにن定するٯ流ੑࢭ能基準にద合す
る給水用具の設置または給水装置システム基
準にద合した給水装置工事を施行することと
している。

̐ɹओٕज़ऀͷ৬ʹ͍ͭͯ
� �給水装置工事主任技術者は、給水装置工事を
దਖ਼に施行するため、ߏ材質基準省ྩに定め
られたੑ能基準にద合した給水管や給水用具を
使用するとともに、給水装置システム基準を含
Ήٯ流ࢭに関Θる֤水道事業者の工事施工基
準を確ೝし、దなٯ流ࢭા置をߨじなけれ
ばならない。

˔給水ஔ2�"ʲ��ʳ

Ｑ　直結給水システムに必要な逆流防止措置について教えてください。

A
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　なお、給水装置工事主任技術者は、ݮѹࣜٯ
流ࢭ器等のࢭٯห、֤ 種όΩϡームϒϨーΧ、
、機能ߏ用具のࢭ流ٯห等ؾۭ、หؾഉٵ
およͼੑ能をख़知しておく必要があり、その対
Ԡがٻめられる。

̑ɹϝϯςφϯεͷॏཁੑʹ͍ͭͯ
　給水装置はॴ有者が管理するものである。ԣ
市では直݁ՃѹܗϙンプϢニοトについては
年一ճ以上の定期検を行う݅で直݁૿ѹࣜ
給水をঝしている。そのଞ設置されたٯ流

ࢭ用具についても、異のטみこみ等があっ
た場合にٯ流ࢭ機能がՌたせなくなることか
ら、その機能を長時間継続するためには、定期
的なメンテφンスを行うことが重要である。
ɿ直݁給水システムとは、த高ݐに
おいて、直݁直ѹࣜ給水または直݁૿
ѹࣜ給水により配水管からݐ内の
給水用具まで直接給水するシステム
をいう。

ʢԣ市水道ہ給水αーϏス෦ށ௩水道事務ॴʣ

ʣઃؔࢪஔのઃஔॴのྫਤʢॅࢭྲྀٯ
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給水ٕࣄज़ৼஂࡒڵμΠΞϦʔ給水ٕࣄज़ৼஂࡒڵμΠΞϦʔ
ʢฏ���݄ʙ�݄ʣ

��݄ ��ʢʣ ʣݝఆձʢ੨ݕٕࣄ水ஔڅ
੨߂ཱݝલߴٕज़ઐֶߍ

��݄ ��ʢۚʣ ୈ ��ճஂࡒӡӦ࠙ஊձ� ձٞࣨஂࡒ

��݄ ��ʢ水ʣ ୈ ��ճཧࣄձ� ձٞࣨஂࡒ

��݄ ��ʢۚʣ ୈ ��ճධٞһձ� খాٸϏルձٞࣨ

��݄ ��ʢ水ʣ ʣݝఆձʢळాݕٕࣄ水ஔڅ
ळా্ࢢԼ水道ہਔҪాড়水

���݄ ��ʢʣ ɹɹɹɹɹɹʏɹɹɹɹɹɹʢҪݝʣ� Ҫݚࢢमηϯλー

��݄ ��ʢʣ ɹɹɹɹɹɹʏɹɹɹɹɹɹʢ۽ຊݝʣ
෦্Լ水道ηϯλーہԼ水道্ࢢຊ۽

��݄ ��ʢʣ ɹɹɹɹɹɹʏɹɹɹɹɹɹʢಸྑݝʣ
ಸྑߴཱݝٕज़ઐֶߍ

��݄ ��ʢ水ʣ ୈ ��ճࢽؔػฤूҕһձ� ձٞࣨஂࡒ

��݄ ��ʢ水ʣ ఆձʢւ道ᶃʣݕٕࣄ水ஔڅ
मॴݚ水ٕज़څہ水道ࢢຈࡳ

��݄ ��ʢʣ ɹɹɹɹɹɹʏɹɹɹɹɹɹʢւ道ᶄʣ
मॴݚ水ٕज़څہ水道ࢢຈࡳ

��݄ ��ʢʣ ୈ̍ճڅ水ஔࣄओٕज़ऀݧࢼҕһձ� ձٞࣨஂࡒ

��݄ ��ʢ݄ʣ ୈ ��ճࣄձ� ձٞࣨஂࡒ

��݄ ��ʢ݄ʣ ฏ��څ水ஔࣄओٕज़ऀݧࢼडݧਃࠐҊɾئॻड։࢝

��݄ ��ʢۚʣ ୈ ��ճཧࣄձ� ձٞࣨஂࡒ

��݄ ��ʢՐʣ ୈ ��ճධٞһձ� খాٸϏルձٞࣨ

��݄ ��ʢ水ʣ ୈ̍ճڅ水ஔࣄओٕज़ऀࣄװݧࢼҕһձ� ձٞࣨஂࡒ
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記■当財団の設立・運営に尽力され
た浜田康敬理事長が３月31日付で
退任し、４月１日付で眞柄泰基新
理事長が就任されました。眞柄新
理事長は厚生省国立公衆衛生院の水道工学
部長として給水装置工事主任技術者試験の
立ち上げに携わるなど、給水装置工事部門
においても豊富な経験と知識を持っており
ます。眞柄新理事長の下、諸先輩方が行っ
てきた取組みを着実に継承しつつ、新たな
アプローチを模索していきたいと考えてい
ます。引き続きよろしくお願い致します。
■さて、今号の特集では、４都市における
体験学習を目的とした「水の科学館」にス
ポットを当てました。多彩な展示を取りそ
ろえた上で、集客のためのイベントを展開
しており、水道事業に対する住民の理解獲

得のために重要な役割を果たして
いることが伺えました。すべての
事業者が同様の施設を建設・運営

することは難しいと思いますが、先進事例
を参考にしつつ資料館等のリニューアルを
行う、あるいは先進都市の施設を相互利用
することなどが求められるのではないでし
ょうか。
■指定給水装置工事事業者制度への更新制
の導入を含む改正水道法案が今国会に提出
されたものの、審議入りには至らず、衆議
院において継続審議となりました。当財団
としては今後の国会審議の動向を注視しつ
つ、円滑な更新制の導入、さらには安全で
信頼される給水装置工事の確保に向け、必
要な対応を行っていきたいと考えています。



ストック機能で震災時も安心  貯水槽給水方式

貯水槽廻り給水用機器は
　信頼と実績のFMバルブ製品で

・FM 定水位弁

・FM 緊急遮断弁

・FM レベルキャッチャー
   （センサー式水位制御システム）
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給水装置の事故事例に学ぶ
～事故事例と予防に向けて～
給水装置の事故事例に学ぶ
～事故事例と予防に向けて～

財団法人 給水工事技術振興財団 刊
Ａ５判　定価 1,500 円（消費税込・送料財団負担）

本書は、積極的に公表されることの少ない給水装置の事

故事例を示し、それを教訓に、事故の予防に活用して頂く

ことを目的にした新書籍です。
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部位 被害数 割合
※

サドル本体損壊 74 179 504 4,454 1.7% 4.0% 11.3% 100.0%

給水管接続部破損 88 2.0%

給水管接続部抜け 11 0.2%

分類不能 6 0.1%

本体割れ 1 2 0.0% 0.0%

分類不能 1 0.0%

分水栓破損 3 17 0.1% 0.4%

給水管接続部破損 12 0.3%

給水管接続部抜け 1 0.0%

分類不能 1 0.0%

本体破損 7 306 0.2% 6.9%

給水管接続部破損 236 5.3%

給水管接続部抜け 61 1.4%

分類不能 2 0.0%

破損 1,593 2,432 3,327 35.8% 54.6% 74.7%

抜け 811 18.2%

分類不能 28 0.6%

破損 233 274 5.2% 6.2%

抜け 39 0.9%

分類不能 2 0.0%

破損 157 160 3.5% 3.6%

抜け 2 0.0%

分類不能 1 0.0%

波状ステンレス鋼鋼管 抜け 2 2 0.0% 0.0%

破損 424 426 9.5% 9.6%

抜け 2 0.0%

破損 25 26 0.6% 0.6%

抜け 1 0.0%

破損 6 7 0.1% 0.2%

その他 1 0.0%

本体被害 472 605 10.6% 13.6%

継手破損 116 2.6%

継手抜け 15 0.3%

分類不能 2 0.0%

止水栓被害 10 18 0.2% 0.4%

給水管接続部破損 7 0.2%

給水管接続部抜け 1 0.0%
※
被害の総件数（4,454件）に対する割合（％）である。
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水道メーター部

銅管

分類不能
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被害の総件数（4,454件）に対する割合（％）である。

東 日 本 大 震 災
給水装置被害状況調査
報　　告　　書

平成 28 年 9月
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